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　ナノミストテクノロジーズは、大阪大学大学院工
学研究科生命先端工学専攻の大政健史教授との
共同研究成果と独自開発の『霧化分離®システム』
を掛け合わせて、既存バイオプロセスのブレーク
スルーに取り組む。SDGsやESG配慮が求められる
中、環境配慮、低炭素配慮が会社方針として掲げ
られ、当社の技術の注目度は高まっている。

大阪大学との関係

本社所在地 徳島県鳴門市撫養町木津字西小沖６３５番地１

代表取締役 松浦　一雄

設立 2002年10月

ナノミストテクノロジーズ株式会社
https://www.nanomisttechnologies.com/

超音波霧化分離装置、排ガス処理装置、
VOC再生装置、ラボ装置の製造・販売

　ナノミストテクノロジーズは、独自開発の『霧化
分離®システム』を様々な産業分野に応用すること
を目的とし、2002年10月に設立された。「溶液を分
離精製する」工程は、酒や香料の製造、食品・飲料
の濃縮からはじまって、石油精製、化学製品の製
造、工場内では廃液のリサイクルや汚水の減容処
理、海水の淡水化まで多岐にわたるプロセスに導
入されている。彼らの『霧化分離®システム』は、有
機・無機を問わず「非加熱」「非加減圧」で分離精
製を行うことができる特徴を有しており、新たな
基盤技術として　“世界のモノづくりの高度化と
省エネ化”に寄与することを目指し、様々な業界の
製品導入に取り組んでいる。

会社の特徴、事業概要

超音波霧化

ミスト発生状況

　糖鎖工学研究所は、2012年4月に、大塚化学株式会
社（以下「大塚化学」）の子会社として設立された。大
塚化学では、2002年より、大阪大学大学院理学研究 
科梶原康弘教授との共同研究を通して、ヒト型アス 
パラギン結合糖鎖の大量製造技術のほか、糖鎖・タ
ンパク質合成技術に関するさまざまな研究成果を生
み出してきた。2009年に大塚化学内の研究施設とし
て誕生した糖鎖工学研究所は、2012年に4月に大塚
化学の子会社としてスタートし、2013年3月に大塚化
学から独立した。

大阪大学との関係

OUVC投資先企業

本社所在地 京都府京都市下京区中堂寺南町134 京都リサーチパーク1号館2階

代表取締役 朝井　洋明

設立 2012年4月

OUVC投資先企業

株式会社糖鎖工学研究所
https://www.glytech.jp/

ヒト型糖鎖製造及び糖鎖修飾技術を基盤とした
医薬品開発に係る受託合成・研究・開発事業

　糖鎖工学研究所は、梶原教授との共同研究で培っ
た技術をもとにした、ヒト型アスパラギン結合糖鎖
製造、糖ペプチド及び糖タンパク質全化学合成技術
を基盤として事業を展開している。また、アスパラギ
ン結合糖鎖については、そのさまざまな構造をライ
ブラリー化しており、ライブラリーを提供することも
可能となっている。糖鎖工学研究所は、これらの基盤
技術を生かし、リード化合物に対する糖鎖修飾位置
や修飾糖鎖構造の最適化を展開するとともに、新た
に糖鎖修飾に適した中分子リード・スクリーニング技
術を導入することで、新しいモダリティーとしての新
薬開発を、国内外の製薬・化学企業と進めている。ま
た、梶原教授をはじめ、多くの大学や研究機関に対す
る試薬販売や共同研究を通じて、新しい技術の開発
を積極的に行っている。受託研究事業の拡大により、
糖鎖を利用した医薬品候補品の創製を促進し、糖鎖
工学技術を応用した低コストで高品質な原薬の販売
を行い、強固な経営基盤を築くことを目指す。

会社の特徴、事業概要


